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藤
樹
人
間
学
塾
…

藤
樹
思
想
を
学
び
考
え
実
践
す
る

塾
　
長
　
田
中
　
清
行

　
十
月
七
日
（
土
）、
十
一
月
四
日
（
土
）、

　
十
二
月
二
日
（
土
）、
一
月
六
日
（
土
）

　
■
時
間
　（
原
則
）
十
五
時
～
十
七
時

　
■
場
所
　（
原
則
）
安
曇
川
公
民
館

藤
樹
人
間
学
塾
　
今
後
の
予
定

物
が
地
球
を
助
け
て
い
る
」

■
六
月
、
第
百
三
十
八
回
人
間
学
塾
を
開

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
七
名
で
し
た
。

　
◦
テ
キ
ス
ト

 

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
五
巻

慈
残
報
の
第
五
話
～
第
七
話

　
◦
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

・
慈
善
は
百
福
の
源
、
残
悪
は
禍
の
根

源
で
あ
る
。
万
物
一
体
の
仁
を
わ
き

ま
え
る
。

・
苦
悩
に
支
配
さ
れ
る
の
で
は
な
く
目

の
前
に
目
を
向
け
る
と
、
私
た
ち
の

周
り
に
は
小
さ
な
喜
び
が
溢
れ
て
い

る
。
私
た
ち
人
間
は
深
い
と
こ
ろ
に

あ
る
愛
で
皆
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
◦
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・「
実
子
と
継
子
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

感
情
を
理
性
で
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
か
だ
と
思
う
」

■
七
月
、
第
百
三
十
九
回
人
間
学
塾
を
開

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
十
名
で
し
た
。

◦
テ
キ
ス
ト

　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
五
巻

慈
残
報
の
第
八
話
～
第
十
話

　
◦
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

・
継
子
と
実
子
は
一
体
な
の
で
、
両
者

を
区
別
す
る
こ
と
な
く
愛
す
る
こ
と

が
自
身
に
幸
福
を
も
た
ら
す
。

・「
戦
争
な
ぜ
殺
し
合
う
の
か
」････

　

ヒ
ト
は
、
脳
内
に
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と

呼
ば
れ
る
物
質
を
持
っ
て
お
り
、
子

　
「
藤
樹
人
間
学
塾
」
で
は
、
藤
樹
先
生

の
著
書
を
中
心
に
思
想
を
学
ぶ
と
と
も
に

自
ら
の
頭
で
考
え
、
時
事
問
題
と
組
み
合

わ
せ
て
皆
で
議
論
し
な
が
ら
思
考
を
深

め
、
日
々
の
生
活
の
場
で
実
践
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
稿

で
は
そ
の
模
様
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

■
五
月
、
第
百
三
十
七
回
人
間
学
塾
を
開

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
四
名
で
し
た
。

　
◦
テ
キ
ス
ト

　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
五
巻

慈
残
報
の
第
二
話
～
第
四
話

　
◦
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

・
継
子
と
わ
が
子
は
本
来
一
体
で
あ
る

と
い
う
道
理
を
わ
き
ま
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

・
命
の
躍
動
に
気
づ
い
て
い
く
と
、
自

然
界
す
べ
て
が
大
宇
宙
全
体
の
命
の

現
れ
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
と
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
自
覚
か
ら
無
限
の

縁
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
生
か
さ
れ
て

い
る
か
と
い
う
感
謝
の
思
い
へ
結
び

つ
い
て
い
く
。

　
◦
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・「
自
然
界
と
人
間
は
一
体
で
あ
り
、

朝
ド
ラ
《
ら
ん
ま
ん
》
で
も
雑
草
と

い
う
草
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
植

供
や
隣
人
を
愛
し
た
り
す
る
絆
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
線
引
き
を
し

て
そ
の
線
内
に
あ
る
も
の
を
大
事
に

し
、
そ
の
線
外
に
あ
る
も
の
を
攻
撃

す
る
。
こ
れ
が
実
子
と
継
子
、
特
定

の
集
団
と
他
集
団
、
人
種
、
民
族
、

国
等
の
区
別
を
し
て
他
を
攻
撃
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
戦
争
を
な
く
す
策
は
、
オ
キ
シ
ト
シ

ン
の
線
引
き
の
輪
を
拡
大
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
中
江
藤
樹

の
「
孝
の
思
想
」
が
役
立
つ
。

　
◦
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・「
戦
争
を
な
く
す
に
は
、
ま
ず
家
族

が
仲
良
く
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
こ
と
も
大

事
」

■
八
月
、
第
百
四
十
回
藤
樹
人
間
学
塾
を

開
き
ま
し
た
。参
加
者
は
八
名
で
し
た
。

　
◦
テ
キ
ス
ト

　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
五
巻

仁
虐
報
の
序
と
第
一
話
～
第
二
話

　
◦
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

・
身
分
の
高
い
人
も
低
い
人
も
同
じ
人

間
だ
か
ら
一
体
で
あ
る
と
い
う
道
理

を
自
覚
し
て
行
動
す
れ
ば
、
幸
福
が

訪
れ
る
。

・
鉄
か
ら
お
こ
っ
た
錆
が
、
そ
れ
か
ら

起
こ
っ
た
の
に
鉄
自
身
を
損
な
う
よ

う
に
、
悪
を
な
し
た
な
ら
ば
、
自
分

の
業
が
罪
を
犯
し
た
人
を
悪
い
と
こ

ろ
（
地
獄
）
に
み
ち
び
く
。

　
◦
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・「
戦
前
の
教
科
書
に
は
中
江
藤
樹
が

載
っ
て
い
た
と
聞
い
て
お
り
尊
敬
す

べ
き
人
だ
と
思
っ
て
い
た
。
結
婚
し

て
高
島
へ
来
て
、
藤
樹
先
生
の
勉
強

を
し
て
い
る
の
は
ご
縁
だ
と
思
う
」

　

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
間
学
に
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
！


